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1-9  地震による⽕災

① 地震発⽣後、⽕災が発⽣しやすいことに気付き、⽕災への対策も知る。
② どのような原因で⽕災が起きるのかを知る。
③ 煙の怖さを知り、消⽕⽅法や避難⽅法を確認する。

地震後の⽕災の原因は通電⽕災によるものが多いことを知
り、正しい消⽕⽅法と避難⽅法を⾝に付け、被害を少なく
する⽅法を理解している。

何よりも命を守る⾏動を優先するよう指導する。次に、
避難⽅法を伝える。特に煙の怖さについてはよく説明し
、具体的な避難⽅法まで覚えるよう指導する。

●地震⽕災（通電⽕災）
地震による⽕災には揺れにより発⽣するものだけではな
い。停電復旧時の際に通電することで作動し、紙類や
布類に引⽕することがある。これを「通電⽕災」と⾔う。

〈地震直後の⾏動〉
• 停電中は電化製品のスイッチを切るとともに電源プ
ラグをコンセントから抜く。

•⽯油ストーブやファンヒーターからの油漏れの有無を
確認する。

〈電気が復旧してから〉
• 電化製品及び⽯油器具の使⽤を再開するときは、
機器に破損がないこと、近くに燃えやすいものがない
ことを確認する。

参照︓消防庁「地震⽕災対策について」

地震による通電⽕災をふせぐ感震ブレーカーの動画です。イラストでわ
かりやすく説明されています。

●煙の怖さ
⽕災で本当に怖いのは、炎ではなく煙です。
・⽕事で発⽣する煙の速さは想像以上に早いです。
・不完全燃焼での⼀酸化炭素により中毒を起こします。
・酸素が少なくなり、呼吸困難を起こして⾝体の⾃由がきかなくなります。
・熱い煙を吸い込むと、気道や肺がヤケドし呼吸困難になります。
・煙やススが視界を遮ることで、不安感や恐怖⼼でパニック状態に陥りやすくなります。
参照︓東京消防庁〜府中消防署

●119番通報
まず「⽕事」か「救急」かをはっきりと伝える。⽕事の場
合は「⽕事」と伝える。
次に、場所を正確に伝える。住所が分からない場合
は、建物の名称または近くの⽬標を伝える。
⽕災は何が燃えているのか、けが⼈はいるのか等を具
体的に伝えられると尚良い。
参照︓総務省消防庁︓119番の正しいかけ⽅

●Live119映像通信システム
東京消防庁では、公共の場での応急⼿当の実施率、
救命率の向上のため、令和２年４⽉から119番通報
の後に⾏う応急⼿当のアドバイス（⼝頭指導）を強
化している。その⼀つとして、令和２年９⽉９⽇より特
別区災害救急情報センターにおいて、映像を活⽤した
⼝頭指導「Live119」を導⼊している。これは、通報者
のスマートフォンを使い、救急現場などの映像を災害救
急情報センターに送信等ができる仕組みである。管制
員は、送られてきた映像を⾒ながら応急⼿当の⽅法を
指導したり、応急⼿当のやり⽅が分かる動画を通報者
に送信することができる。
参照︓映像を活⽤した⼝頭指導（Live119）

●消⽕器
住宅⽤消⽕器には、適応する⽕災が絵で表⽰されて
いるため、必要な⽤途のものを選ぶ。消⽕薬剤が、
•粉末のもの＝粉末の薬剤が広い範囲を覆って、⽕
勢を抑える。制炎性の優れた粉末で消⽕する。

• 液体（強化液)のもの＝薬剤が霧状に放射され⽕
を消す。⽔系のため冷却効果と浸透性に優れており
、布団⽕災や、天ぷら⽕災に効果的である。

•⻘丸＝電気⽕災⽤
参照︓総務省消防庁「住宅⽤消⽕器」〜３ 住宅⽤消⽕器Q＆A

実際に煙を発⽣させ、煙の中で避難をしている動画。

●煙から⾝を守る⽅法
姿勢を低くし、煙の下の空気層で息は⽌めずに少しずつ浅めの呼吸をしながら避難。息を
⽌めて途中で我慢できなくなると、⼀呼吸で⼤量の空気（煙）を吸い込んで倒れることが
ある。また、避難時はタオル、服等で⼝と⿐を覆う。
参照︓京都市消防局「⽕災から命を守る避難のパンフレット」

Panasonic︓感震ブレーカー感震ブレーカーの特⻑〜
感震ブレーカーって何︖

●「おはしも」
避難する時には「おはしも」を意識する。
「お」 押さない
「は」 ⾛らない
「し」 しゃべらない（煙を吸わないという点でも⼤切）
「も」 戻らない

参照︓東京消防庁「 第9 章 避難」〜２⽕災時の避難のポイント〜
（４）避難の約束と誘導灯

指導のポイント

地震による通電⽕災をふせぐ「パナソニックの感震ブ
レーカー」（3分41秒）

⼤阪消防局︓「教えて防災 煙避難編」（3分48秒）


